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凡例




これは「改造」第七卷第六號（大正十四年六月一日　改造社刊）所収のものを電子書籍にしたものです。

底本の表記は、旧字体旧仮名遣いであり、これに従いましたが、一部の旧字体はやむを得ず新字体を使用した場合があります。

なお、たとえ現代において不適切とされる表現がみられる場合でも、原文のままにしています。

明らかに誤植と思われる箇所は、断り無く訂正しました。








支那旅行雜感

片山　潜







　このたび計らずも支那に來た。素通りに上海から楊子江を汽船で南京迄來り、浦口から天津を通過して北京に來た。所用あつての旅行であつたので用事以外はサツパリ注意を拂ふ暇もなく、僅々一ケ月の滯在で飄然として外蒙古を通過して現住居のモスコウに歸ると云ふが如き旅行である。其で支那は子供の時分から漢學を學んだので種々歷史的事物に關して印𧰼を刻み込まれたのであるから何んだか床しいような感じがした。支那問題が矢釜敷なつたので僕はグドツ新聞の求めに應じて「支那に於ける經濟的發達」なる小冊子を書き終つて直ぐに昨年末日にモスコウを發して浦鹽を經て來たので書物の上で硏究した事實を確かめるような事になつたので一層の愉快を感する譯である。

　内外綿會社のストライキ騷ぎ、丁度僕が上海に上陸した時はそのストライキが始まつて居つた、が餘り世人は注意を拂はなかつた、然るに一朝暴動化すると急に大騷ぎとなつた、先づ居留地官憲は罷工者を壓迫せんとした、工場主は暴動を恐れて工場の門を閉ぢて任意に休業すると云ふ風であつた、罷工幹部の内情に通ずる者から見ると新聞紙に見へる「事實」は隨分いゝ加減のものであると云ふ感じを與へた。

　支那の勞働運動は、益々發展の望みがある、第一今日學生は勞働問題及社會問題の先覺者である、彼等は學問の自由、思想の自由及活動の自由を持つて居る、米國や日本の學生などの如く罷工破りなどは決してなさない、少なくとも近年あつた有名の罷工に對してはない、彼等は實際の首領となつて罷工の盡力をするのが常である。

　で、所謂租界の罷工は租界官憲の下に在るので一般支那民族は關せず焉である。今回の内外綿罷工の如きも英米の官憲は私かに喜んでる其資本家等は痛快を叫ぶと云ふ風であつたから、工場主はいらぬ苦勞をなしたであらう。

　支那紡績工場の職工は日本と違ひ寄宿舍制度でないから同盟罷工の時に女工に向つて雇主なる工場が壓迫を加へて罷工を打破することは不可能である。彼等女工は寄宿舍往居でも出來る程の待遇を受ければ大いに雇主に忠實となり勞働能率もあがるであらうが、其生活狀態は豚同然である、外來資本家が支那勞働者を搾取する目的は最低賃銀が主眼である。

　日本の紡績業は行き詰つて居る故に原料と勞働の安い支那に移住して其生命を繼續すると云ふのであるそうな、然るに支那に於ける日本の綿業は今後慥かに發展の餘地はある、原料と勞力が低廉で而かも綿產物の需要は無限であると云つてもよい、然れども一つの困難は此の安値なる勞働をよく使ひこなすか否かゞ問題である、壓制虐待以つて安き賃銀で搾取せんとするのであるが、日本に於ける如く官憲は必ずしも雇主工場の味方ではない、罷工の際などは罷工者間に排外的感情が加味することは今後益增加しても減退することはなからう、吳佩孚の如き徹底的壓制を試みても勞働運動は蹉跌されず一層根底强よくなつて來た。

　支那勞働運動は後れて居るが其知識階級出身の首領は何れも主義の人である、皆徹底して居る、支那の共產黨が國民黨の左翼派を形成するに至りたるは偶然ではない。彼等は民衆（勞働者と農民）の背景を以つて今日の左翼を維持するのである、上海今回の紡績罷業でも國民黨の首領が實地首領となつて活動したが如き其罷工幹部が共產黨員の多數であつたが如きは日本工場主の心膽を寒からしめたに違ひない、支那今日の共產主義者等は日本の所謂共產黨主義の首領とは大に赴きを異にする所があつて彼等勞働者及農民（廣東の）が堅固なる背景を成す、と云ふことであるが、兎に角支那の勞働運動は旣に業に政事を加味して居る。上海の罷工に於ても最有力の後援者は國民議會促進會であつた、而かもこの後援會は男子の團體と女子の團體とがあつて共に盡力をしたことは注意すべき事である。殊に女工の運動に關して海外に勉强した雄辯家の女子が罷工の首領で彼女は非常の盡力、活動をしたのである。

　支那の勞働運動は日本の其に比べて堅實な所がある、團結力の點に於ては慥かに支那勞働者の方が日本の勞働者よりも强い。裏切り者、スキヤブなどを出すことは少ない。而して同情罷工は年中行事であるとも云へる程盛んである、香港の海員罷工の如きは凡ゆる勞働者は同情ストライキに出でた、下女、下男、子守までが加盟して成功せしめた。

　支那の勞働運動に於ては根本的理解を發見する其要點は不當解傭職工の爲めに罷工を斷行して之が復職を要求すると云ふ一事である。現に今回上海の罷工も抑もの原因は二十名の職工を工場が不當解傭をしたに在つた。工場側はこれに重きを置かず、罷工の原因を知らないなど空ウソブイて居たようである、が支那の勞働運勤は團體的行動に重きを置き解傭職工を保護し多大の犧牲を拂ふを辭せないのである。大阪市電の犧牲者今尙ほ苦境に沈吟して落漠たる有樣を見る、が如きは支那勞働者の忍びざる所である。

　由來支那國民は經濟的、然り利益的觀念が强い、否な寧ろ之を國民性とも云ひ得る程、利益には、個人の利益には機敏である。實に銳どい所がある、勞働運動は勞働者の經濟的地位の改善が主であるから之を見ることの銳敏なる支那の勞働者は團體行動に出で、罷工を斷行して其目的を達する。彼等は利益を通じて終に階級意識を發見し此處に階級爭鬪を敢てするに至るのである、過去の大罷工はカイランに於て上海に香港に於て又長沙に於て皆成功せる所以である。支那勞働者は比較的團結心に富んで居る首領の命令によく服從する、又演說や散らしで煽動することの容易の人民である。

　又支那の勞働者は一般人民は殊に然りであるが官尊民卑の感情が些少もない。殊に官憲を恐怖すると云ふ觀念は更に無い。之は長い間、外國人種なる滿洲朝廷に支配された結果かも知れない。官憲に對してボーイコツトを斷行するが如き事は各階級の間に於て決して珍らしいことではない。從つて勞働運動殊に罷工に際しても巡査などが壓迫を試みても餘り氣になさない。此處には勞働運動上大なる强味がある。

　支那の勞働運動は日本の如く官憲の壓迫（呉佩孚の惡棘政策を除いては）がないせいかも知らないが、比較的に發達して居る本年始めの調査（三菱）に依ると上海に百乃至百五十の勞働組合があつて其有力なる組合二十六個の組合員は二十八萬八千四百七十三名あるとの事である。千九百二十二年五月に廣東に全支那勞働會議が催された時の勞働團體員は三十萬人で百六十の代表員に依つて代表されて居つた、當時工人旬報は全國の賃銀勞働者數を五百萬人と計上して勞働團體加入者を二十八萬九千人と報じたが今や上海のみにて、而かも其百乃至百五十中の廿六組合員のみでも旣二十八萬ある。他は推して知るべきだが蓋し非常なる進步と云はねばならない。

　善後會議と國民黨及び國民會議促進會、善後會議は今日までの經過に依るとなかなか眞面目に議事の進行を計つて居る。其代表議員も比較的に善良であつて今日の所、先づ有望であるとの一部識者の評言である。目下の急務は軍閥間の折合を付けて國家の統一平和を計り、以つて更に大に借款をせんとする以外段政府の生きる道はないのであらう、然るに今日まで段執政の善後會議に提出した議案は極めて大體に限り確乎たる政府の重要事項に對して方針もなければ計畫もない。今日の急務は軍隊の整理であらうが、段政府は之が處分に關して確乎たる方針を提案せぬと云ふ批難があり、又事實然うでもある。軍閥の處分を爲し得る政府にして始めて支那の内亂を平定する事も出來よう。軍隊の減少又に解散は支那の欲する所であらうがどの總督も口では賛成して心底之を欲する者はなからう。軍隊は軍閥首領の手足、權威である、兵士を解傭するには錢が要る。若し假りに政府が軍兵解傭の資金を與へたとするも、軍閥は各其資金で屯田殖民をするとか、何とか云つて依然軍隊維持に努力するであらう。誠に厄介至極の問題である。現政府が出來た時に全國に向つて休戰を宣言したが今に南支那では戰爭が繼續されて居る段政府の勢力は微弱であると云はねばならない。

　善後會議に向つて孫氏の國民黨は一致の步調を保ち得ず、右翼派よりは出席して居る者もあると云ふ、中央派と左翼派は出席せぬ。之は孫氏の確執に依る者である。

　國民黨其者が危機に瀕して居ることは孫氏の生命旦夕に迫るが爲めであるとも見らるゝが、黨内相違せる思想を、代表せる黨員あるが爲めである。右翼派と左翼派との間には調和の出來ない思想の衝突がある。然るに中央派と左翼派とは黨務の實行上に於て相一致して來た。最近國民黨の活動分子は少數の左翼派である。左翼派の背景は勞働者と農民とである。南部に於ては鞏固なる團體、組合を以つて國民黨々策を着々と實行して來て居る陳烱明の勢力を打破して國民黨の廣東政府の地盤を擴張し、且つ鞏固になしつゝあるのは露西亞に模倣せる赤衞勞農（勞働者と農民）軍隊組織の結果である。國民黨は支那に於ける唯一の政黨である。始めより資本主義の奴隷になつたことはない革命黨である。上海には月刊、週刊雜誌及日刊新聞の機關を有して活動して居る。廣東に於ても宣傳機關は整頓して猛烈に活動して居る今や北京にも左翼派の支配する日刊が三月十五日から發行されて大に宣傳に努めて居る。然るに主力は無論中央派にある。中央派は決して左翼派の主義に全然賛成する者ではない。左翼派は共產主義、中央は日和見主義である。然れども中央は左翼派の共同を必要とする、而して孫氏は左翼派の人である。其國民黨政策は根本に於て左翼派の主張を採用して今日の勢力を築き上げたのである。　　　

　國民議會の開催は孫氏の主張であつて、國民黨は之に依つて支那統一を計らんとするものである。而して現に開會中の國民會議促進大會は國民黨の宣傳の結果今日の如き全支那運動となつて今や全支那各省に國民會議促進會なる者組織されて居つて、段執政の善後會議に對抗する氣聲を上げる意味の大會であつて數日前に第一日の大會は開催されたのである。其百名足らずの代表者は各地の國民會議促進會より選出されて來た代表である。善後會議の代表者とは大に其赴きを異にして實際に於て民衆を代表する者である。其大會の開會は三月一日北京大學にて開催された。司會者顧猛養敎授は開會の辭を述べたが國民會議促進會には下の如き三つの意義を有す曰く（一）軍閥に依賴せず又其恩惠を蒙らずして國民が其自由と權利との爲めに奮鬪する（二）人民が其國家問題を自ら解決する自力を確信し而かも軍閥と帝國主義とを轉覆する可能力を信ずる事（三）國民は國民會議の開催を速に要求すべし、これに依つてのみ國民はこの統一を形成して、政權の獲得に向つて一致奮鬪し得る故であると。次に庶務部長の朱務善氏は會務を報告して北京に於て國民會議開會の議が発表されて以來今日迄旣に七十五團體は同會議に加盟出席する旨を表示したと、來賓の一人汪精衞氏は實に本大會のキーノートを響かしたかの感があつた云く本會の意味と職掌とは國民が軍閥と帝國主義者の掌中より其權力を奪取するにある。此點に向つて我々は特別の注意を拂ひ極力奮鬪せねばならぬと。本會は宣傳部の事業として通信部を特設して日々其事業、決議及大會の模樣を各地各會に向つて電達する組織整ひ大に全國に向つて宣傳し國民會議の促進に努力しつゝあるから近く大なる結果を齎らすであらう。

　今日支那の難問題は無論軍閥の跋扈橫暴であるが、軍閥の跋扈は外國の支持がなかつたならば殆んど勢力を成さない。併し列强諸國も今迄に隨分手を燒いて居る、然るに今や支那國民は國民的に自覺して來た往年基督敎徒の世界的大會が北京に開催された際、北京の大學々生は排基督敎運動を開始して折角の基督敎大會は藁灰に水をかけた如く全然失敗に終つた。基督敎排斥運動は其後着々と發展し今や帝國主義排斥運動と結び着けて、基督敎は帝國主義國の宗敎で支那には適當せず、米國宣敎師の經營する學生迄が之が運動に參加して氣勢をあげるに至りクリスチヤンの大將馮玉祥が吳佩孚を裏切るなどは米人の解し得ざる所でどの大將を扶けて自國の利益を計つてよいか分らないと米商の我利々々連も頻りにコボシて居るとの事である。支那政治家や軍閥首領の腐敗で金の爲めには何うともなると云ふことは今日に始まつたことではない。段執政の今日あるは段其人は比較的に潔白の士であると云ふに基因するのであるが、其國家統一の一大難事を處理する器に非ざるとは定評であらう。

　支那國民中先覺者の要求は治外法權撤廢、關稅權の回復である。前者は未だ容易でない、支那の富豪が內亂でも起ると其財產を或る外人の名義で外國居留地に移すことは決して奇異とするに足りない、上海などに於ては橫濱居留地の如く日本人の商店が皆無ではない。支那人が重に商業の實權を握つて居る。今日では外國居留地は支那の資本家に必要である、利益である。之が徹廢は政治問題で大局の上からは無論支那の不利益である、耻辱である。

　支那刻下焦眉の急務は關稅改正であるが、ワシントン會議の決定した如く今二分五厘增し結局一割（舊標價の）に引きあぐるにある。佛國が金法問題を擔ぎ出して關稅會議を妨害するのは以ての外のことで亂暴至極である。列强の關稅會議は自己の利益にならぬ事だから無理な注文を爲す佛國に賛成するので實に不都合である。佛國政府が今日通用してるフランをリーガルテンダーでないと云へば其は一應理由も立たうが苟もリーガルテンダー（法貨）として通用してる間は之で支拂を爲るのは當然過ぎる程當然である。英貨ポンドが米弗三弗七十五仙であつた時に、對英借金を返濟した者は返濟者の利得であつた、萬國金融の常道である、佛國のフランが今日デプレシエートして居るのは佛國の自業自得で之が損害を支那に負擔せしめんとするは蟲のいゝ話であるが、通用出來ぬ申分であつて之に對する國民黨の對度は正々堂々たるものである、支那は決して斯る知れ切つた道理を捨つべきではない。

　僕は支那に來てツク〴〵感じたことは、支那今日の急務は軍閥打破にある、關稅の改正、治外法權の撤廢にある。幣制の改革も亦必要であらうし然れども是等は何れも容易の業でない。しかし關稅の改正丈は早晚實行さるゝだろう。然れども之が結果は僅かに無擔保債を整理するに止まつて支那の經濟的自立の基礎は依然として定まらない。北京政府の確立は殆んど不可能である。果して然らば依然軍閥の跋扈は免かれない、群雄は割據し、内亂は時々起り支那現時の狀態をつゞけるに終るであろう。現下の借款を整理して更に大仕掛の大借款を爲して以つて支那を統一し救濟せんとすると云ふ事は今日多數の爲政者の欲する所で之以外に道なしと考へて居る。

　如何にも普通に考へ、又平和的常道を進まんとすれば前記以外に方法はあるまい。しかし支那に於ける列强も支那を全然其勢力下に奴從せしめて何時迄も搾取せんとする考へである、彼等は支那人民の勃興を恐怖して居る。强大なる支那中央政府の起ることを望まない、内亂は始終つゞいては困るが時々は武器彈藥を販賣する好箇の武器ダンピンの場所として列强の私かに歡迎する所である、斯る狀態が繼續する以上は支那は經濟的獨立を爲し得ない。

　僕が支那の為めに建策するならば、非常手段に出づるにあるのみ。非常手段を以つて支那の經濟的及政治的獨立を計るには革命に依るの外はない。此革命は支那の小資本家と勞働者と農民と結合して軍閥を打破して此處に自由政治を布くのである。五百萬の勞働者が團體を鞏固にして農民の先覺團體を結合して之を都市小ブールズワ階級が加擔すれば軍閥を倒す敢て難事ではなからう。大正十一年京漢鐵道從業員の罷工は吳佩孚が他の帝國主義の力を借りて激烈なる壓迫を加へ其罷工首領は慘殺投獄至らざるなく罷工は慘敗に終つた。其罷工慘敗後殘黨は上海に於いて總同盟罷工の議決をした、この時上海の商業團は之に賛成した。その賛成した原因は彼等は軍閥を憎惡すること甚しく、軍閥の弊害に苦しみぬいて居るからである、故に今日の國民黨が其根據地廣東に於て勞働者及農民の團體と結束して革命運動を進むる時は、全國五百萬の勞働者を中堅として農民を糾合し廣東に於ける如き赤衞兵團を組織して支那の中原に望む時は軍閥は容易に打破さるべし、鐵道從業員十萬人が結束して軍閥に當らば彼等はよく自己の目的を貫徹し得るであらう。

　かく革命黨なる國民黨若しくは今後起る新政黨が軍閥を倒し、新政府を建設した時第一の宣言は列强に向つて向ふ十年乃至二十年の外債モラトリアムを要求するに在り。關稅改正治外法權の撤廢等は枝葉の問題である支那が今日外債の元利償却を十年乃至二十年据へ置きにして關稅及鹽稅收入全部を新支那建設に使用することゝしたならば新革命政府は堅實强固にして軍閥の再起を防ぎ同時に產業の發展を計り、萬般の改善を行ひ鐵道敷設、運輸事業發展を計り得。茲に支那は政治經濟の獨立を樹立してモラトリアムの年限の切れたる頃には、優に外債に對する貢任を果し得るに至るべきであらう。

　若し、この事が、斷行されたとすれば、列强は其貸した金利や元利が十年間取れないと云つても對支貿易は今日に二三倍し年々增加すべくかく革命中央政府が全支那を統一平定したとすれば、列强の資本家は安心して支那の鐵道や鑛山其他の事業に投資して利益を得ることが出來るであらう。今日の如き内亂や、騷擾續きの支那を搾取して居るより一層の利益であらう。列强が此處に着目せば十年や廿年のモラトリアムを承諾することは何でもない。今日の如き支那イヂメ政策は他日支那國民が勃興した時は元利ともに失ふに至るべし。之を思へば、軍閥打破の革命なきも今の國民の正當なる主張を聞いて以つて列强は支那の爲めに計り、支那の立ち行くやうに爲る考へで、斷然モラトリアムを承諾すべきであると思ふ。此のモラトリアム要求の聲は旣に國民黨内の一部に熱心に主張する者もある。僕は期せずして彼等の意見と一致するものあつて大に意を强ふする譯である。必ず此主張は條約改正、治外法權の撤廢、帝國主義排斥の運動と合せ唱へられて全支那の輿論となるであらう。列强が殊に英米が他聯合諸國に貸した戰費の今日迄一文の元利も支拂はれざることを思へば、對支貸金の如き齒牙に掛るに足らざる額である、モラトリアムは支那の利益であると同時に列强の利益である。

　若しも此際彼等列强が頑迷不靈にして支那四億の民意に背き搾取をつゞけんとするならば、支那は結局勞農露西亞に做ふの外なからん、而て其北隣の勞農共和國は喜んで支那を扶くべし、是れ固より兩者の利益であるから。今日支那の國家的收入は悉く外國資本家に取られ、内亂につぐに内亂を以つてして尙ほ支那は勃興しつゝある其經濟的地位は進步しつゝある。貿易表の示す如く輸出入は增加しつゝある、敎育は國民間に盛んになりつゝある。社會問題勞働問題は熱心に硏究されつゝある其女子は一層熱心に覺醒しつゝある、勞働團體は全國幾十萬學生に依つて敎育指導されて日々に發達の跡を印しつゝある、然り支那は茲に勃興の途上についた。彼等勃興の勢いは揚子江の流れを堰き止むる能はざるが如く非常の勢を以つて進みつゝある是れ僕が支那に來て感じたるありのまゝの所感である（大正一四、三、七北京にて）







支那旅行雜感









著　者：片山潜







古雜文庫 0120







令和二年六月十九日発行




発行者：永江良一







パブリックドメイン

この作品は著作権保護期間を満了しています。







底　本：「改造」第七卷第六號


改造社　刊



大正十四年六月一日発行





OEBPS/image/center.png





OEBPS/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		支那旅行雜感



		奥付











OEBPS/image/cover.jpg
S AR IR TR RE

FE &






OEBPS/image/upper-line.png
D2 of =





OEBPS/image/lower-line.png
e





